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研究成果の概要（和文）：卓球サービスにおけるフェイント動作に関する研究ではこれまで，サーバーの動き，
ボールの回転と軌道などが明らかにされてきた．サービスにおけるフェイント動作は，その受け手であるレシー
バーに誤反応させるためのものであるが，レシーバーに焦点を当てた検討は見当たらない．本研究では，回転調
節において優れたフェイント技能を有する選手のサービスに対するレシーバーの反応を明らかにするため，映像
観察実験と実打実験を行った．その結果，「卓球サービスに対して，レシーバーはどのようなタイミングで回転
判別しているか」「卓球サービスについて，レシーバーはどこを見ているか」などに関連する有用な基礎データ
を得ることができた．

研究成果の概要（英文）：Previous studies on feinting movements in table tennis service have 
primarily focused on the server, examining aspects such as movement, ball rotation, and trajectory. 
The main purpose of feinting in service is to induce a misjudgment by the receiver; however, there 
has been limited research addressing the receiver's response. In this study, we conducted both a 
video observation experiment and an on-table play experiment to investigate how receivers respond to
 services delivered by a player with advanced feinting skills in ball rotation control. As a result,
 we obtained valuable foundational data on the timing of spin recognition by receivers, their gaze 
behavior during service reception, and other related factors.

研究分野：コーチング学　スポーツバイオメカニクス
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，卓球サービスにおける優れたフェイント動作について，「サーバー」と「レシーバー」
の両者に着目し，インタラクティブな技能として検討しようという点にある．さらに，卓球選手の高度なオープ
ンスキルの機序の解明にとどまらず，運動制御，対人認知など，人間の特性に関する理解においても，その成果
の貢献が期待される点にある．
卓球選手の多くは，サービスの技能水準の向上が重要課題となっている．本研究による卓球サービスにおける優
れたフェイント動作の解明は，新たなフェイント動作を開発する発想の基礎を示唆するなど，多くの選手のパフ
ォーマンス向上につながる社会的意義もあると言える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究代表者らは，世界トップレベルの元選手 5名，大学生選手 9名などを対象に，「卓球サ
ービスにおけるフェイント動作とはどのようなものか」を実験的に検討してきた．これまでの実
験では，サーバーの動き，ボールの回転と軌道の測定が中心であり，サービスのフェイント動作
について，「レシーバーは，どこを見ているか」などに関するデータは得られていない．そのた
め，レシーバーが「球質判断を誤った」とする場面において，サーバーのどの動作が有効であっ
たかについては，十分な検討に至っていない． 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，卓球サービスにおける優れたフェイント動作について，「レシーバーは，ど
こを見ているか」などを実験的に明らかにすることである．本研究では，回転調節において優れ
たフェイント技能を有する選手のサービスに対するレシーブ場面を対象に，映像観察実験と実
打実験を実施し，主に以下の 2点を検討した． 
1) 卓球サービスに対して，レシーバーはどのようなタイミングで回転判別しているか． 
2) 卓球サービスについて，レシーバーはどこを見ているか． 
 
 
３．研究の方法 
(1)  サービス映像を用いた観察実験（映像観察実験） 
① サービス映像の作成 
優れたフェイント技能を有する卓球選手 1 名のサービスの映像を，レシーバー視点から家庭
用ビデオカメラにより 30Hz で撮影した．サービスはフォハンドにより打球され，そのコースは
バッククロスのロングであった．サーバーのラケットハンドは右であった．サーバーは，験者の
「スタート」の合図により，サービスの構えの姿勢に入り，決められた位置でボールをしばらく
静止した後，サービス動作を開始した．サービスは，ボールの回転が下回転系の「フェイント動
作なし」と「フェイント動作あり」，ボールの回転が上回転系の「フェイント動作なし」と「フ
ェイント動作あり」の 4種類であった．サービスは各種類，正規のサービス 10 本程度とした．
4種類のサービスは，フェイント動作の有無以外，できるだけ類似した動作で行われた．下回転
系サービスと上回転系サービスのフェイント動作は，それぞれ１種類とした．サービス打球後，
サーバには，ボールの回転や軌道，自身の動き，サービスの質などに関する内的な振り返り（以
下，内観）を報告させた．                                                                                                                             
収録されたビデオ映像からは，サービスの構えからレシーブ打球後までに相当する時間の映
像にブラック映像を加えた約 5秒の観察実験用映像（以下，サービス映像）を，4種類のサービ
スそれぞれに 5本，計 20 本作成した．各種類 5本のサービスは，サーバーの内観において，質
の高かったものを選んだ．これらの映像からは，今回のサービスの時間特性として，サービス動
作の開始，サービストスのリリース（以下，トスリリース），サービス打球，第 1バウンド，第
2バウンドの各時点を測定した． 
 ②  映像観察実験 
被験者は競技歴 6年以上の大学生卓球選手 20 名であり，いずれもラケットハンドは右，プレ
ースタイルは攻撃型であった．試技は 20 本のサービス映像を観察し，回転判別することとした．
20 本のサービス映像の提示順はランダムとした．被験者には，1)「攻撃的で正確な打球」が必
要なレシーブ場面を想定し，サービスの回転が「下回転系か，上回転系か」を早期                                                                                                                             
に判別すること，2)回転判別後すぐに，下回転系，あるいは上回転系のボタンとして割り当てら
れたパソコンのキーボードを押すこと，の 2点を指示した．各試技後，被験者には，回転判別に
関する確信度，および回転判別の早遅やキーボード入力などに関する内観を報告させた．確信度
は 0 から 100 の数字で示し，自身の回転判別について，100 は「正しかった．自信がある」，75
は「正しかった．やや自信がある」，50 は「正しかったか間違ったかわからない」，25 は「間違
った．逆の回転にやや自信がある」，0は「間違った．逆の回転に自信がある」とした．被験者の
視線については，サンバイザータイプのアイマークレコーダー(EMR-10，NAC 社)を用いて，視野
映像は 60Hz，注視点位置は 120Hz で測定した．試技中の被験者の動きを観察するための映像を，
家庭用ビデオカメラにより 30Hz で撮影した． 
 
(2)  サービスに対するレシーブにおける実打を対象にした実験（実打実験） 
被験者は競技歴 7年以上の大学生卓球選手 4名であり，いずれもラケットハンドは右，プレー
スタイルは攻撃型であった．試技は，サービスに対する攻撃的なレシーブとした．この時のサー
ビスは，映像観察実験と同じ 4種類であり，同じサーバにより行われた．サービスの順番はラン
ダムとした．各試技後，被験者には，サービスの回転を下回転系と上回転系のいずれに判別した
か，および回転判別の早遅などに関する内観を報告させた．また，サーバーにも，ボールの回転



や軌道，自身の動き，サービスの質などに関する内観を報告させた．試技は，サーバーの内観に
おいて，質が高かったサービスに対して，10 回程度のレシーブのデータが得られるまでとした．
被験者の視線については，映像観察実験と同じ方法で測定した．今回のサービスレシーブ場面の
時間特性として，サービス動作の開始，トスリリース，サービス打球，第 1バウンド，第 2バウ
ンド，レシーブ打球の各時点を測定するための映像を，家庭用ビデオカメラにより 30Hz で撮影
した． 
 
 

４．研究成果 

(1)  映像観察実験 
① サービスの時間特性 
20 本のサービス映像において，「サービス打球から第 1バウンドまで」の平均時間（以下，平
均±標準偏差で示す）は 83±20ms，「サービス打球から第 2バウンドまで」の平均時間は 445±
45ms であった． 
② 分析データ 
400 回の試技において，被験者が回転判別の結果をキーボード入力で回答した回数は 398 回で
あった．被験者の内観によると，他の 2回では，回転判別を行ったが，回答のためにキーボード
を押すことができていなかった．そのため，サービス打球から回転判別のボタンを押すまでの時
間，回転判別の正答率，確信度に関する分析対象は 398 回の試技とした． 
視線に関する分析対象は，視線のキャリブレーションが難しく，正確に測定できなかった 1名
の被験者（20 回の試技）を除き，19 名の被験者・380 回の試技とした．  
③  サービス打球から回転判別のボタンを押すまでの時間 
「サービス打球から回転判別のボタンを押すまで」の平均時間は 530±190ms であった．被験
者ごとの平均時間を見ると，最大値は 914±233ms，最小値は 369±82ms であった． 
これまで，卓球サービスに対するレシーバーの回転判別までの時間について検討した研究は
見当たらない．そのため，今回の結果は，「卓球サービスに対して，レシーバーはどのようなタ
イミングで回転判別しているか」を明らかにするための，有用な基礎データとなり得ると考えら
れる． 
④  回転判別の正答率，確信度 
回転判別は，253 回が正答，145 回が誤答であり，正答率は 64%であった．「フェイント動作な
し」サービス（n=198）に対する正答率は 80%，「フェイント動作あり」サービス（n=200）に対す
る正答率は 48%であった．カイ二乗検定の結果，フェイント動作の有無による正答率に有意な差
が認められた（p<.05）．このことから，今回のフェイント動作は，映像観察実験における回転判
別の正答率を低下させていた可能性が示唆される．被験者ごとに見ると，正答率の最大値は 80%，
最小値は 40%であった． 
確信度の平均（以下，平均±標準偏差で示す）は 68±25 であった．「フェイント動作なし」サ
ービス（n=198）では 72±27，「フェイント動作あり」サービス（n=200）では 64±24 であった．
t 検定の結果，フェイント動作の有無による確信度の平均値に有意な差が認められた（p<.05）．
このことから，今回のフェイント動作は，映像観察実験における回転判別に対する確信度を低下
させていた可能性があると考えられる．被験者ごとに見ると，確信度の平均値の最大値は 84±
11，最小値は 53±23 であった． 
⑤  視線 
サービス動作の開始からサービス打球までの視線は，ボール，サーバーのラケット，サーバー
の顔のいずれか 1つ，あるいは，いくつかを順に追い，その後，被験者 1名による 6試技を除く
374 試技において，サービス打球位置に先回りしていた．先回りのタイミングは様々であった．
このような視線移動パターンが，全 20 回の試技で概ね同じであった被験者は 5名であり，これ
は全分析対象者（n=19）の 26%であった．サービス打球後の視線は，ボールを追っていたと思わ
れる移動の有無により 2 つのタイプに分けられた．ボールを追っていたと思われる視線移動が
見られた試技は被験者 5名による 35 回であり，これは全分析対象試技（n=380）の 9%であった．
この 5 名の被験者についてはそれぞれ，サービス打球後のボールを追う視線移動が見られる試
技は一部に限られており，すべての試技でボールを追っていた被験者はいなかった． 
 
(2)  実打実験 
①  分析データ 
分析対象は，サービスレシーブ場面の時間特性，回転判別の正答率，視線の全データが得ら
れた 4名の被験者・38 回の試技とした． 
②  サービスレシーブ場面の時間特性 
「サービス打球から第 1バウンドまで」の平均時間は 82±17ms，「サービス打球から第 2バウ
ンドまで」の平均時間は 451±36ms，「サービス打球からレシーブ打球」までの平均時間は 559±
45ms であった． 
③  回転判別の正答率 
回転判別は，24 回が正答，14 回が誤答であり，正答率は 63%であった．「フェイント動作なし」



サービス（n=14）に対する正答率は 86%，「フェイント動作あり」サービス（n=24）に対する正答
率は 50%であった．Fisher の正確確率検定の結果，フェイント動作の有無による正答率に有意な
差が認められた（p<.05）.このことから，今回のフェイント動作は，実打実験における回転判別
の正答率を低下させていた可能性が示唆される．  
④  視線 
サービス動作の開始からサービス打球までにおける視線移動パターンはすべて，映像観察実験
で明らかにされた視線移動パターンに含まれていた．これらは，全被験者 4 名の全試技におい
て，被験者内では概ね同じであり，被験者間では異なっていた．サービス打球後の視線は，全被
験者 4名の全試技において，第 2バウンド直前あるいはその時点までボールを追っていた．被験
者の視線がボールを外れてから第 2バウンドまでの平均時間は 48±29ms であった．以上のよう
に，実打実験では，全被験者に共通した視線移動パターンとして，1)サービス動作の開始からサ
ービス打球まで，被験者ごとに全試技で概ね同じであった，2)サービス打球から第 2バウンド直
前あるいはその時点まで，全試技でボールを追っていた，などが明らかにされた．これらは映像
観察実験の結果とは大きく異なっていたが，その要因を特定するには至らなかった． 
これまで，卓球サービスに対するレシーバーの視線に関する研究はほとんど行われておらず，
その実際は十分に理解されていない．本研究では，「卓球サービスについて，レシーバーはどこ
を見ているか」を明らかにするために，映像観察実験では 19 名の被験者・380 回の試技，実打
実験では 4 名の被験者・38 回の試技を対象に分析し，多くの興味深い視線データを得ることが
できた．これらは，卓球サービスのフェイント動作において重要とされる「レシーバーへの動き
の見せ方」に関するコーチングへの応用可能性が高く，実践的にも有用であると考えられる． 
なお，本研究における視線に関する結果は，映像観察実験および実打実験のいずれも，主に 1
名による質的分析に基づくものである．そのため，今後は複数名による分析を行うことなどによ
り，結果の客観性および妥当性のさらなる向上を図る必要がある． 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計0件

〔学会発表〕　計2件（うち招待講演　1件／うち国際学会　0件）

2025年

2022年

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

(80599233)

研
究
分
担
者

飯野　要一

(Iino Yoichi)

(50345063)
名桜大学・健康科学部・上級准教授

(28003)

研
究
分
担
者

玉城　将

(Tamaki Sho)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考
所属研究機関・部局・職
（機関番号）

東京大学・大学院総合文化研究科・助教

(12601)

 ３．学会等名

日本コーチング学会第36回大会

第49回日本スポーツ心理学会大会企画シンポジウム（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

卓球サービスに対するレシーバーの視線と回転判別

卓球サービスにおける回転偽装：優れたフェイント動作

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

浦侑穂，吉田和人

吉田和人

 ３．学会等名



６．研究組織（つづき）

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

(90400663)

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

稲葉　優希

(Inaba Yuki)

(30709431)
東京学芸大学・教育学部・准教授

(12604)

研
究
分
担
者

奥村　基生

(Okumura Motoki)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

独立行政法人日本スポーツ振興センター国立スポーツ科学セ
ンター・スポーツ科学研究部門・研究員

(82632)


